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エー・アンド・デイとタニタが健康計測機器分野で業務提携 

両社の強みを生かした付加価値の高い商品・サービスを創出し、競争力強化 

 

株式会社エー・アンド・デイ 

株式会社タニタ 

 

計測・計量機器、医療機器などを手掛ける株式会社エー・アンド・デイ（東京都豊島区

東池袋３－２３－１４、代表取締役 執行役員社長・森島泰信）と健康総合企業の株式

会社タニタ（東京都板橋区前野町１－１４－２、代表取締役社長・谷田千里）は、健康計

測機器分野で業務提携しました。エー・アンド・デイの強みである血圧計を主体とした医

療領域の技術・商品と、タニタの強みである未病・予防領域の技術・商品を相互に活用す

ることで付加価値の高い新商品・新サービスを創出し、両社のヘルスケア事業の拡大を図

ります。具体的には、エー・アンド・デイの業務用血圧計をタニタに、タニタの業務用自

動身長計付体組成計をエー・アンド・デイにＯＥＭ（相手先ブランドによる生産）供給。

特にタニタが保有する体組成計測の中核技術である「タニタアルゴリズム※」をエー・アン

ド・デイに提供し、対象となる両社の機器の相互連携を実現します。これにより新商品の

開発スピードを加速させるとともに、両社が強みを持つ領域での品ぞろえの拡大を図りま

す。こうした連携はヘルスケア業界で初の試みとなるだけでなく、体組成計測技術の標準

化に向けた第一歩として市場へ大きなインパクトを与えると期待しています。 

 

ヘルスケア業界では、将来の市場拡大を狙い様々な業種が参入し構造改革が進んでいます。

今回の業務提携は、こうした構造変革を先取りし市場での競争力を高めるのが狙いです。

その取り組みの一つがエー・アンド・デイが商品化を進めている家庭用体組成計「ＵＣ－

４２１ＢＬＥ」です。「タニタアルゴリズム」を初めて搭載し、今夏に発売します。これま

で、体組成計はメーカーごとに独自のアルゴリズムを搭載していることから、「体脂肪率」

や「筋肉量」などの計測数値がメーカーごとに異なっていました。こうしたメーカー主導

の考え方はユーザーの利便性を低下させるだけでなく、医療・健康データを一元管理する

データヘルスを推進する上でも障害となります。共通のアルゴリズムを搭載した体組成計

を両社で販売していくことでこれらの課題を解決するとともに、体組成計測における日本

発の技術標準を確立し、国際競争力を高められると考えています。このほか、相互にＯＥ

Ｍ供給する新商品として、エー・アンド・デイの自動身長計付き体組成計「ＡＤ－６５５

１」を３月に、タニタの業務用血圧計「ＢＰ－９１０」を７月に発売し、両社の商品ライ

ンナップを拡充していきます。 

 

「人生１００年時代」といわれる今日、生活者の健康意識の高まりを背景にヘルスケア市



場が拡大しています。経済産業省はヘルスケア産業の市場規模が２０１６年の約２５兆円

から、２０２５年には約３３兆円にまで成長すると予測しています。これに伴い、ＩＣＴ

（情報通信技術）やＡＩ（人工知能）をはじめさまざまな分野から新規のプレーヤーが参

入するなど、競争が激化。産業構造自体も大きなパラダイムシフトを起こしています。 

 

また、わが国は２０２５年に団塊の世代すべてが７５歳以上の後期高齢者となるなど、世

界に先駆けて超高齢社会を迎える高齢化先進国です。日本が直面している健康寿命の延伸

や社会保障費の抑制といった社会課題の解決に寄与する健康ソリューションは、海外市場

へのアプローチにおいて強力なカードになるとみています。両社では、今回の業務提携に

より両社の強みを生かした付加価値の高い商品・サービスを展開することで、競争優位性

を高めていきたいと考えています。 

 

※タニタアルゴリズム 

現在普及している家庭用体組成計の多くは生体インピーダンス（ＢＩＡ）法という計測技術を用いていま

す。ＢＩＡ法は、からだに微弱な電流を流し、その電気抵抗値と体重、身長、性別、年齢などから統計学

的な回帰分析を行い、体脂肪率や筋肉量などの体組成を推定します。この回帰分析を行う計算式がアルゴ

リズムです。体組成計の計測精度を司る中核技術といえ、メーカーごとに独自に開発しています。「タニタ

アルゴリズム」は、タニタが１９９２年に世界初の乗るだけで計測できる体脂肪計を発売して以来、国内

外合わせて１万５０００件以上の生体データを収集して開発したアルゴリズムです。体組成計測のゴール

ドスタンダードと高い相関を実現しています。医療現場でも活用されており、累計で２００件を超える学

会発表論文でも採用されています。 

 

【エー・アンド・デイの概要】（２０２０年２月１９日現在） 

会社名 株式会社エー・アンド・デイ 

代表者 代表取締役執行役員社長 森島 泰信 

所在地 東京都豊島区東池袋３－２３－１４ 

設立  １９７７年５月 

事業内容  電子計測器、産業用重量計、電子天びん、医療用電子機器、試験機、工

業計測機器、その他電子応用機器の研究開発、製造、販売 

 

【タニタの概要】（２０２０年２月１９日現在） 

会社名 株式会社タニタ 

代表者    代表取締役社長 谷田 千里 

所在地 東京都板橋区前野町１－１４－２ 

設立  １９４４年１月 

事業内容  家庭用・業務用計量器（体組成計、ヘルスメーター、クッキングスケー

ル、活動量計、歩数計、塩分計、血圧計、睡眠計、タイマー、温湿度計）

などの製造・販売 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客様からのお問い合わせ先 

株式会社タニタ お客様サービス相談室 

 ナビダイヤル:０５７０－０９９６５５ 

     受 付 時 間：平日９：００－１８：００ 

 

 

 

報道資料に記載されている情報は発表日現在のものです。このため、時間の経過あるいは後発的なさまざ

まな事象によって、内容が予告なしに変更される可能性があります。あらかじめご了承ください。 



（参考資料①） 

 

通信機能付き家庭用体組成計「ＵＣ－４２１ＢＬＥ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社エー・アンド・デイが発売する通信機能付き家庭用体組成計「ＵＣ－４２１ＢＬ

Ｅ」は計測結果をブルートゥース※でスマートフォンに転送し、対応アプリで手軽に管理で

きるのが特徴です。今回、業務提携した株式会社タニタの体組成計測アルゴリズムを搭載

し、高精度の計測を実現しました。体組成計の初期設定はスマートフォンで簡単に行え、

設定後は乗るだけでユーザーを自動で認識して計測を開始します。スマートフォンに転送

された計測結果は対応する健康管理アプリケーション「Ａ＆Ｄ Ｃｏｎｎｅｃｔ Ｓｍａ

ｒｔ」で確認できます。エー・アンド・デイが販売する血圧計や活動量計などＩｏＴ健康

機器と合わせて利用することで、幅広くホームヘルスケアに活用できます。価格はオープ

ン。今夏の発売を予定しています。 

 

■家庭用体組成計「ＵＣ－４２１ＢＬＥ」商品概要 

計 測 項 目：体重（最小表示５０ｇ）、体脂肪率（判定付き）、筋肉量（同） 

       内臓脂肪レベル（同）、推定骨量（同）、基礎代謝量（同）、体内年齢、      

       体水分率、ＢＭＩ（判定付き） 

本体表示項目：体重、体脂肪率 

      ※健康管理アプリケーション「Ａ＆Ｄ Ｃｏｎｎｅｃｔ Ｓｍａｒｔ」上に 

       その他の項目は表示されます。 

サ イ ズ：幅３３０ｍｍ×奥行き３３０ｍｍ×高さ４０ｍｍ 

登 録 人 数：５人（計測時に異なるＬＥＤカラーで分かりやすく表示） 

記 録 回 数：３０回分（登録１人につき） 

電 源：単３アルカリ電池４本 

 

※ブルートゥースは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ ＳＩＧ， Ｉｎｃ．の登録商標です。 



（参考資料②） 

 

自動身長計付き体組成計「ＡＤ－６５５１」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社エー・アンド・デイが発売する自動身長計付き体組成計「ＡＤ－６５５１」は、

身長と体組成を同時に高速で計測する施設向け商品です。計測時間は約１０秒で、素早く

はかることができるため、受診者の負担を軽減でき、円滑な施設運営に貢献します。今回、

業務提携する株式会社タニタによる体組成計測アルゴリズムを搭載することで、精度の高

いパフォーマンスを発揮できるようにしました。計測したデータは搭載するサーマルプリ

ンターで印刷できるほか、ＵＳＢケーブルやＲＳ－２３２Ｃケーブルによる出力が可能で

医療機関や健診機関のシステムに連携することができます。価格は１３０万円（税別）で、

３月の発売を予定しています。 

 

■自動身長計付き体組成計「ＡＤ－６５５１」商品概要 

計測項目：身長、体重（最大計量２００ｋｇ、最小表示１００ｇ）、体脂肪率、脂肪量、 

     除脂肪量、体水分量、体水分率、基礎代謝量、ＢＭＩ、標準体重、肥満度、 

     筋肉量、推定骨量、内臓脂肪レベル、脚部筋肉量点数、体型判定、 

     全身筋肉スコア、基礎代謝判定、体脂肪標準範囲、ローレル指数 

     ※体重は証明用に使用可能 

サ イ ズ：本体 幅３６０ｍｍ×高さ１４９３－２３００ｍｍ×奥行き６８９ｍｍ 

     コントローラー 幅２９０ｍｍ×高さ７５ｍｍ×奥行き２０３ｍｍ 

重 さ：２９．１ｋｇ 

電 源：ＡＣ１００Ｖ（５０／６０Ｈｚ） 



（参考資料③） 

 

全自動血圧計「ＢＰ－９１０」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社タニタが発売する全自動血圧計「ＢＰ－９１０」はコンパクトな業務用血圧計で

す。左右いずれの腕でも測定ができるほか、施設向けの血圧計としては軽量でコンパクト

サイズとなっており、限られたスペースでも設置が可能です。フィットネスクラブや健康

経営に取り組む企業、自治体などをターゲットに販売します。カラーはブラック。フィッ

トネスクラブやオフィスなどに調和するスマートなデザインに仕上げました。価格は３５

万円（税別）、７月に発売します。 

 

■タニタ全自動血圧計ＢＰ－９１０ 

測定方式：オシロメトリック方式 

表示範囲：圧力０－９９ｍｍＨｇ、脈拍３０－２０拍／分 

サ イ ズ：幅２４１ｍｍ×奥行き３９０ｍｍ×高さ３２４ｍｍ（突起部を含まず） 

重 さ：約５．５ｋｇ 

印 字：サーマルプリント方式５８ｍｍ（専用紙） 

外部出力：ＲＳ－２３２準拠１ｃｈ（注文時オプションにて１ｃｈ増設可能） 

電 源：ＡＣ１００－２４０Ｖ（５０／６０Ｈｚ） 

 

 

 

 


